
 

 

  2025 第 1,2,3 RUTC 永遠の答えの始まり(52)  (社)世界福音化伝道協会 www.weea.kr 

2025 年 12 月 27 日 週間祈りカード 

△産業宣教/金土日時代のやぐら 46 

1人, グループ学校時代を開くべき(使 17:1) 

△RT と TCK 伝道学/三つの庭のモデル 46 

現場に小さな地教会を開きなさい(使 17:1-6) 

△核心/RT-DAY 

1月学院福音化 

□序論_やぐら戦略 

1.祈りのやぐらを一番最初に建てなければならない。それでこそ、神

様が備えておかれたことが見える。 

2.牧師は 1 千やぐらを祈れば良い。一つの地域に絶対やぐら一人だけ

見つければ良い。 

3.重職者は、一つの地域で 1 千弟子が起きるほど確実なやぐらを建て

れば良い。 

4.宣教は一つの国を選択すれば良い。1 千地域に弟子を生かす戦略を

使えば良い。一つの国家を生かす重要なことであるためだ。 

5.産業も 1 千産業やぐら千人弟子を見つければ良い。 

今日、最も祈らなければならないのは、宣教地域で学校時代を開かな

ければならない。これより良い伝道はない。千か所入れば千人弟子出

てくる。必ず備えられている。 

□本論 

1.使 17:1-9 

1)この会堂はすべての人が疎通する所だ。そこに入り込んだのだ。 

2)キリストについて確実に説明した。キリストがわかる人だけ集

まれば良い。 

3)ギリシア人、貴婦人がわかったのだ。 

4)広場 働きが起こると広場にいる人々が邪魔したが何も関係な

い。 

5)ヤソン-絶対やぐら この 1 人で良い。すべてのレムナントは学

業に絶対やぐらを建てれば良い。すべての牧師は 1 千やぐらを

建てて、すべての長老は産業が一千やぐらになるようにすれば

良い。 

2.使 18:1-4 

1)ローマ人、ユダヤ人の出会いだ。 

2)使 2:10 この人が使 2:10 にいた人だ。この人がパウロに会った。 

3)安息日 毎週安息日ごとに入ってマルコの屋上の部屋にあった

事実を説明した。 

3.使 19:1-21 学校協議会が世界を生かす戦略で会堂に目を開けなさ

ということだ。 

1)ここに同じようにマルコの屋上の部屋(使 19:1-7)であったこと

がそのとおり起こった。 

2)使 19:8 イエス様が言われたことをそのままパウロが話したが

奇跡が起こった。 

3)使 19:21 ローマを福音化するほど祝福を受けることが正常だ。 

□結論 

1.1 人 この学校戦略は一人でも可能だ。 

2.家族が学校をする。 

3.グループが集まってしてもかまわない。 

4.地域を掌握するために大規模も可能だ。 

5.世界学校 オンラインでもできる。全世界を置いてオンライン学校

作っても良い。 

天と地のすべての権威持って 300%聖霊の力でともにおられると言わ

れた。 

 

△レムナントが「どのようにすれ

ば良いのですか」「私はここで

勉強しているが教会がない」

「行ってみたらタラッパンをし

ない教会だ」このような質問を

たくさんする。答えは簡単だ。

そのレムナントが教会だ。どこ

かへ行ったら現場に小さい地教

会を作るのだ。一人で祈ってい

れば必ず出会いが起こる。そう

すれば重要な弟子になる人が来

る。 

 

□序論 

1.レムナントは Nobody で 

2.Nothing で始めるのだ。 

 

□本論 

1.小さい地教会(使 17:1) 

1)ここはローマに行く道があ

るとても重要な地域だ。 

2)I テサ 1:1-5 信仰、希望、

愛、最高の祝福を受けた教

会として出てくる。 

3)テサロニケはローマに行く

高速道路がある所だ。 

2.小さい M.H(使 18:1-4,24-28) 

皆さんがいる所がミッション

ホームだ。 

 

1)出会いが起きれば 

2)福音と祈りが何なのかを教

えるべきだ。レムナント一

人でいる時も礼拝して祈る

ことがとても重要だ。 

3)この地域が後ほど大きな答

えが起こるコリントだと見

れば良い。 

3.小さい学校 

学校に通っても小さい学校を

作って人材に会って作品を作

らなければならない。 

1)会堂で人材を、 

2)講堂で弟子を見つけ出しな

さい。 

3)弟子を別にたてた。これが

答えだ。 

△たくさん集めようとしてはなら

ない。1 か所に弟子１人出てく

れば良い。レムナントは学校の

中で学校戦略を使いなさい。弟

子を見つけなさい。祈りの力を

養いなさい。キリストの力を味

わいなさい。神様は皆さんのこ

とを準備しておかれたので無条

件に牧師は決断を下しなさい。

1 千か所弟子。すべての造られ

た者に行けと言われたが...い

まは長老も本当に祝福を受ける

モデルとして出てこなければな

らない。 

 

 

祈りの課題が正確でこそ答えを受けることができる。皆さんの周囲、家で起こるこ

との中で祈りの課題を握れば、一生の答えが与えられる。祈りの答えがなくて、伝

道ができない理由は、イエス様が教えられたことをしないからだ。 

 

1 公生涯のミッション 

1.山上垂訓-マタ 5 章(8 つの幸い)、マタ 6 章(祈り-神の国)、マタ 7章(信仰生活) 

2.天国のたとえ(信仰生活の祝福)-小さい信仰だが後ほど森を成し遂げて、パン種

のようにすべてに広がる。宝の畑、貴重な真珠を持っている。 

3.ツァラアト患者をイエス様は訪ねて行って癒やされた。 

4.権威-多くの宗教は悪霊に仕えるが、イエス様は悪霊に勝つ権威があることを語

られた。ペテロがキリストを告白したとき、ものすごい祝福を与えられた。レム

ナント、多民族、祈りの庭がなくて商売をしている神殿でむちを振り回された。 

神の国-御座 

助け主聖霊を送ってすべてを悟らせてくださり、真理の道に導いてくださると言

われた。それから復活して神の国について語られた。これを味わうことが祈りだ。 

 

2 復活-わたしの名によって祈りなさい。わたしの名によって悪霊を追い出しなさ

い。皆さんの家にある難しい問題を朝 5 分だけキリストの御名で祈り続けてみな

さい。一生に答えが与えられます。 

1.すべての権威-ともに、あらゆる国の人々に行って弟子としなさい。 

2.すべての造られた者に行きなさい。  3.子羊を飼いなさい。 

4.地の果てまで行きなさい。 

△このようになってこそ、まことの答えが起きるのだ。ダビデのように 1 千やぐ

らを建てなさい。確実なコンテンツを 300%準備しなければならない。それゆえ、

祈りなさいということだ。 

 

3 オリーブ山-方向が合わなければならない。 

1.使 1:1 キリストが御座のやぐら-キリストが御座のやぐらだ。 

2.使 1:3 御座の旅程-神の国、神の国のことが成り立つこと 

3.使 1:8 地の果て証人-御座の道しるべ 

△何をしても 300%作りなさい。237 か国 5 千種族が起きることがイエス様の約束

だ。 

 

4 マルコの屋上の部屋でこの答えが成就した。 

1.三つの祭りの祝福(救いの力、祈りの力、御座の背景)常に味わわなければなら

ない。 

2.多民族の門が開いた。 

3.使 2:17-18 祈れば未来が分かるようにしてくださる。 

4.使 2:42 礼拝を正しくささげなさい。主日にその契約を握って刻印させると働き

が起こる。 

5.使 2:46-47 レムナントに一番大きな祝福はみことばが成就して世界福音化され

ることだ。 

△散らされた弟子たち/7∙7∙7 のモデル 46 
未来 – 小グループ多民族学校開くべき(使 19:1-21) 

多民族学校を始めなさい。 

 

1.すると、神様が備えておかれた

人物を送られる。テモテ 

2.備えられた人物に会うようにさ

れる。リディア。 

3.皆さんが行くか送る人にヤソン

のような人物を備え 

4.プリスカ夫婦を備え 

5.行く所々に隠された弟子を別に

立てた。 

 

これが皆さんが受ける祝福だ。違

うようにしてはならない。理由は

ない。 



 

 

  2025 第 1,2,3 RUTC 永遠の答えの始まり(52)  (社)世界福音化伝道協会 www.weea.kr 

2025 年 12 月 28 日 週間祈りカード 

△区域メッセージ第 52週 

黙想時代 300% 24•25•永遠 システム(使 2:1-47) 
△聖日１部 

恐れることはありません、パウロよ(使 27:24) 
△聖日２部/教育局卒業礼拝 

卒業は始まりです(Ⅱテモ 2:1-7) 
神様が私たちの人間を創造されたとき、ご自分のかたちとして創造されたと

言われている。それゆえ、人間は神様を信じなければならず、黙想時代は単

なる答えではなくて 300%の答えが出てくるのだ。 

□序論_証拠 

1.マルコ→ローマ 

1)使 1:3 40日間神の国のこと(やぐら、旅程、道しるべ)をすべて説明し

たのだ。 

2)使 2:1-47この答えがマルコの屋上の部屋に現れたが何もないのに、成

り立つのだ。 

3)使 13:1-4、16:6-10、19:1-7、8、21完全に聖霊の導きを受けて、門が

ふさがってもさらに大きな門マケドニアに、マルコの屋上の部屋で起

こったことと全く同じことが起こり、40 日間説明された神の国のこと

をパウロが大胆に説明。ローマまで行った。 

2.24、25、永遠 

1) 3集中-朝、昼、夜に集中して祈っただけなのに働きが起こる。 

2) 3セッティング-この力ができればプラットフォーム、見張り台、アン

テナの答えが起こる。 

3) 3答え-問題に答えを持って、葛藤は更新、危機は重要な機会を見つけ

出すことだ。 

□本論 

1.残りの者 24道 

1)先に-残りの者の道は祈りの中で問題と苦しみにあって、祈りの中で勉

強するのだ。 

2)ヨハ 14:16、26、16:13助け主聖霊をあなたがたに送って、あなたがた

と永遠にともにいて、わたしの名で求めればあなたにすべてを悟らせ

てくださり、真理の中に導かれる。 

3)使 1:8聖霊に満たされれば力を受けて地の果てまで証人になる。 

4)使 2:1-47これがマルコの屋上の部屋に現れて、そのとおり成就した。 

5)使 3:1-12現場に現れ始める。 

2.巡礼者 25道 

1)受容、超越、答え-私たちの力では行くことができないので、すべてを

行くときに受容、超越して答えを持って行かなければならない。神様の

力、御座の力でなければ不可能だ。 

2)300% -これにならなければ宣教できない。ビル・ゲイツは自分が持っ

ている専門性 100%、現場 100%、システム 100%を準備した。 

3)絶対やぐら-これが伝道だ。 

3.征服者の永遠の道 

1)暗闇征服 2)サタン征服 3)霊的問題征服 

□結論_朝、昼、夜 

私たちは世界福音化をした人々がどんな祈りをしたのかを見つけなければ

ならない。イエス様は祈りがすべてだと言われた。また、私たちはただ証人

の祝福を受けなければならない。それゆえ、無条件に私の職業、事業が伝道

に全く関係ないならば、何かを修正しなければならない。 

1.福音を聞いて見える 21の道  2.21の始まり-当然、必然、絶対(必ず) 

3.問題がきたとき慌てたり難しいと考えずに三つのことを先に見なさい 

□序論_三つの先に見ること 

1.当然(当然来ることが来た) -神様のみことば信じないで間違ったことつ

いて行って暴風にあった。 

2.必然(その中で皆さんのすべきこと)-パウロの深い祈り 

3.絶対(神様の計画) -主の使いが話した、カエサルの前に立ちますという

メッセージを伝えて、暴風がおさまった。 

□本論_恐れることはありません、パウロよ 

1.絶対使命を持った者は死なない。 

1)ヨセフ-237、5千種族が集まる所に総理としなければならないので、

殺すことはできない。 

2)モーセ 3)ダビデ 4)初代教会 

△問題も当然、必然、絶対を持って見なさい。神様が皆さんを訓練させて

本当に祝福しようと、そのようなこともある。私の絶対やぐらは何か質

問しなければならない。 

2.天命、召命、使命を持った者は死ぬことはできない。 

1)キリストがパウロを倒されたとき、王たち、全世界、異邦人の前に立

てる選びの器というみことばを与えられた。 

2)パウロがバルナバに会って多くの契約を見た。 

3)初めての宣教師として派遣されてアジア、マケドニア、ローマに行く

ことになった。 

△私の天命、召命、使命は何か答えを受ければすべての問題は解決される 

3.残った使命があるならば危機を恐れる必要はない。 

1)モーセ-主なる神様が送ったと言いなさい。力の御手であなたととも

にいる。 

2)エリヤ-アハブ王を変える。エリシャを見つけなさい。7千弟子が残っ

ている。 

3)残った使命-237-5千種族に福音が宣べ伝えられること(マタ 24:14、

マタ 28:18-20、マコ 16:15-20、使 1:8) 

□結論 

1.皆さんの困難は証拠に変わる。 

1)パウロのうわさがカエサル皇帝、237-5千種族に伝えられた。 

2)荒野の噂を聞いてカナンに住んでいる王たちは心がふるえおののいた 

2.契約を正しく握りなさい。方向を正しく握らなければならない。質問し

なさい。 

1)私に与えられた絶対やぐらは何ですか 

2)私に与えられた天命・召命・使命は何ですか 

3)私の残った使命は何ですか 

3.正確な契約を握るとき、神様が天と地のすべての権威を持ってともにお

られる。 

1)レムナントと重職者の職業が世界福音化と合わなければならない。 

2)教会-三つの庭、金土日、黙想時代を開かなければならない。 

3)青年たち-300%準備して出て行かなければならない。 

何を始めなければならないのか。大きく三つの条件を持っていなければ

ならない。 

霊的サミット祈り会→技能サミット、文化サミットになる。 

ヤング産業人はレムナントをよく育てなければならない。 

礼拝-癒やし、サミット祝祭をしなさい。水曜日、金曜日は祝祭にならな

ければならない。土曜日は証人として立つ時間で、主日は完全に刻印さ

せる時間だ。 

無能を変えなければならない→証人（力を受けて)聖書にあるそのとおり

すれば勝利することができる。 

□序論_変える時刻表 

1.間違った刻印を変えなさい。 

1)サタン 12 戦略→ 7 やぐら  2)根(家系のこと) →７旅程 

3)問題→ 7 道しるべ 

2.脳、霊-分散している。 

1) 3 集中始まり  2) 3 セッティング始まり 

3) 3 答え始まり-問題(答え)、葛藤(更新ポイント)、危機(機会) 

3.奪われたことを見つけなければならない。 

1)祈り 300% -聖霊の導きを完全に受ける 100%、現場に勝つには聖霊

の働きが起こるべき。聖霊の実があってこそ持続する。 

2)学業 300% -専門性、現場性、未来性  3)未来準備 300% 

△レムナントが行く道には多くの人が生かされる。300%は神様がくださ

ったことだ。300%が聖霊の満たしだ。 

△予算のために難しいのか。礼拝を生かしなさい。水曜礼拝、金曜礼拝

を生かしなさい。水曜日、金曜日、土曜日は重要だ。伝道特攻隊を探

している。皆さんを通して再挑戦が起こる。レムナントが行く所ごと

に再生産、再創造が起こる。礼拝が生かされれば使 2 章のような奇

跡、使 4 章のような働きが起こる。 

□本論_準備 

1.霊的兵士 

1)力を養って残りの者-残す者として行きなさい。  

2)方法- 7 やぐらを建てなさい。  3)過去-土台 300%になる。 

2.競技する者 

1)巡礼者になりなさい。  2)７旅程に従って進みなさい。 

3)学業 300%が出てくる。 

△嘘を聞いて心配してはならない。親、先生のことばを超えなさい。つ

いて行ってはならない。みことばに従って行かなければならない。 

3.農夫 

1)世の中を見渡して育てる見張り人だ。 

2)7 道しるべを建てなさい。   3)職業 300%になる。 

□結論_基準 

1.時空超越の祈りの奥義が分かれば 237-5000 種族を味わう。そのとき、

皆さんにだけ与えられる空前絶後の祝福がある。 

2.WIOS、OURS、Always WITH システムが出てくる。 

3.Red Diamond チームが出てくる。 

△レムナント 1 人が答えを受ければ多くの人が生かされる。 

 


